
　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
四
回

で
は
、
下
黒
駒
石
尊
祭
を
中
心
に
、
市

内
各
地
に
伝
わ
る
石
尊
祭
を
紹
介
し
ま

す
。
　
石
尊
信
仰
は
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

の
大
山
阿
夫
利
神
社
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
神
社
の
あ
る
大
山
は
、
ま
た
の
名

を
「
雨
降
山
」
と
い
い
ま
す
。
常
に
雲

や
霧
を
生
じ
、
雨
を
降
ら
す
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
山
頂
に
霊
石
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
「
石
尊
大
権
現
」
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
笛
吹
市
御
坂
町
周
辺
は
、
水
不
足
や

洪
水
に
よ
る
被
害
が
多
く
、
水
に
苦
労

し
た
地
域
で
し
た
。
特
に
下
黒
駒
地
域

で
は
石
尊
信
仰
が
盛
ん
で
、
盛
大
な
祭

り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
黒
駒
石
尊
祭
は
、
3
0
0
年
以
上

前
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
毎
年
8
月

23
日
、
御
坂
町
下
黒
駒
の
天
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
す
。
境
内
の
堀
に
ふ
ん
ど

し
姿
の
青
年
た
ち
が
飛
び
込
み
、
「
ざ

ん
げ
　
ざ
ん
げ
　
ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ

う
　
な
む
せ
き
そ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん
　
だ

い
て
ん
ぐ
　
し
ょ
う
て
ん
ぐ
」
と
唱
え

な
が
ら
水
を
掛
け
合
う
御
垢
離
取
り
を

行
い
、
水
難
水
防
、
病
魔
退
散
を
祈
り

ま
す
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
だ
い
て
ん

ぐ
　
し
ょ
う
て
ん
ぐ
」
と
は
大
山
阿
夫

利
神
社
摂
社
奥
社
（
※
）
に
祭
ら
れ
て

い
る
「
オ
オ
イ
カ
ツ
チ
」「
タ
カ
オ
カ
ミ
」

の
こ
と
で
す
。
お
祭
り
の
際
に
は
、
地

元
下
黒
駒
区
民
謡
部
の
踊
り
や
甲
斐
の

国
御
坂
天
雷
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
、
各
地
か
ら
大
勢
の
方
が
訪

れ
ま
す
。

　
石
尊
信
仰
は
市
内
各
地
に
見
ら
れ
ま

す
。
下
黒
駒
の
よ
う
な
盛
大
な
祭
り
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
各
地
に
残
る

「
石
尊
山
」
や
「
阿
夫
利
」
と
彫
ら
れ

た
石
碑
な
ど
は
そ
の
名
残
り
で
す
。
ま

た
、
石
和
町
中
川
と
御
坂
町
成
田
の
境

界
付
近
の
鎌
倉
街
道
沿
い
に
は
「
富
士

大
山
道

＝
（
富
士
山
、
大
山
阿
夫
利
神

社
方
面
を
指
す
）
」
と
「
中
山
道

＝
（
広

厳
院
方
面
を
指
す
）
」
と
刻
ま
れ
た
天

保
2
年
（
1
8
3
1
年
）
の
道
標
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
江
戸
時
代

に
石
尊
信
仰
、
大
山
詣
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
※
）
摂
社
…
本
社
に
付
属
し
、
そ
の
祭
神
と

縁
故
の
深
い
神
を
祭
っ
た
神
社
。
本
社
と

末
社
と
の
間
に
位
し
、
本
社
の
境
内
に
あ

る
も
の
を
境
内
摂
社
、
境
外
に
あ
る
も
の

を
境
外
摂
社
と
い
う
。

（
※
）
奥
社
…
神
社
で
、
本
社
よ
り
奥
に
あ
る

神
社
。
奥
宮
。

お
お
や
ま
あ
ふ
り
じ
ん
じ
ゃ

あ
ふ
り
や
ま

ま
つ

せ
き
そ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん

せ
っ
し
ゃ
お
く
し
ゃ

石尊祭での水掛け

下黒駒石尊祭会場の天神社

阿夫利天神（下黒駒）

大山、中山分岐道標

お
�
こ
�
り

な
か
や
ま
み
ち

も
う
で

ま
る
お

ち
ょ
う
け
ん

ゆ
め
や
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9
月
10
日
（
土
）
か
ら
11
月
6
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
深
沢
七
郎
は
、
1
9
1
4
（
大
正
3
）

年
、
笛
吹
市
石
和
町
市
部
に
生
ま
れ
、

1
9
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
旧
制
日
川

中
学
校
（
現
県
立
日
川
高
等
学
校
）
を

卒
業
す
る
と
、
中
学
の
頃
か
ら
熱
中
し

て
い
た
ギ
タ
ー
を
本
格
的
に
習
い
始
め
、

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
た
り
、

戦
後
は
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

公
演
に
出
演
す
る
な
ど
、
ギ
タ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
、
42
歳
の
時

に
、
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
演

出
家
・
丸
尾
長
顕
の
す
す
め
で
、
第
1

回
「
中
央
公
論
」
新
人
賞
に
応
募
、
満

場
一
致
で
「
　
山
節
考
」
の
受
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。

　「
山
と
山
が
連
（
つ
ら
な
）
つ
て
い
て
、

ど
こ
ま
で
も
山
ば
か
り
で
あ
る
」
の
書

き
出
し
で
始
ま
る
「
　
山
節
考
」
は
、

姥
捨
て
伝
説
に
取
材
し
、
笛
吹
市
境
川

町
の
大
黒
坂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
執
筆
さ

れ
ま
し
た
。
選
考
委
員
の
三
島
由
紀
夫

は
「
総
身
に
水
を
浴
び
た
よ
う
な
感
じ

が
し
た
」
と
評
し
、
正
宗
白
鳥

は
「
人
生
永
遠
の
書
の
一
つ
と

し
て
心
読
し
た
つ
も
り
で
あ
る
」

と
絶
賛
す
る
な
ど
当
時
の
文
壇

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
　
山
節
考
」
は
映

画
化
さ
れ
、
舞
台
で
も
上
演
さ

れ
る
な
ど
、
広
く
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
仏
訳
を

は
じ
め
世
界
各
国
の
言
語
に
翻

訳
さ
れ
、
多
く
の
読
者
を
得
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
に

は
、
書
き
下
ろ
し
『
笛
吹
川
』
を
刊
行
。

武
田
家
の
盛
衰
を
背
景
に
、
笛
吹
川
沿

い
の
農
民
一
家
の
繰
り
返
さ
れ
る
生
と

死
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
発
表
直
後

か
ら
批
評
家
間
で
そ
の
評
価
が
分
か
れ
、

誌
上
で
論
争
と
な
る
な
ど
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。

　
1
9
6
5
（
昭
和
40
）
年
、
七
郎
は
、

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
に
居
を
定
め
、

「
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
」
と
称
し
て
、
自
給

自
足
の
生
活
に
入
り
ま
す
。
ラ
ブ
ミ
ー

農
場
に
は
、
小
説
家
の
立
松
和
平
、
嵐

山
光
三
郎
、
芸
術
家
の
篠
原
勝
之
や
、

深
沢
を
慕
う
多
く
の
若
者
ら
が
訪
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
6
年
後
に
は
、
東
京

の
東
向
島
に
今
川
焼
屋
「
夢
屋
」
を
開

業
す
る
な
ど
、
意
表
を
突
く
行
動
は
マ

ス
コ
ミ
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

　
1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
6
月
、
後

期
の
代
表
作
と
な
る
「
み
ち
の
く
の
人

形
た
ち
」
を
発
表
、
2
年
後
に
谷
崎
潤

一
郎
賞
を
受
賞
し
ま
す
が
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
8
月
、
心
不
全
の
た
め

73
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
た
深

沢
七
郎
の
作
品
に
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
　

山
節
考
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
音
楽
が

様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
は
病
む
こ
と
と

同
じ
だ
と
私
は
思
う
。
ど
う
抵
抗
し
て

も
弾
く
こ
と
は
や
め
ら
れ
な
い
。
（
略
）

小
説
を
書
く
こ
と
も
、
ま
た
、
病
気
だ

と
思
う
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
深
沢
七
郎
の
起
伏
に
富

ん
だ
生
涯
と
作
品
の
世
界
を
、
原
稿
・

書
簡
・
愛
用
の
ギ
タ
ー
な
ど
約
1
5
0

点
の
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
室
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
休
館
日

9
月
12
日
（
月
）
、
20
日
（
火
）
、
26
日

（
月
）
、
10
月
3
日
（
月
）
、
17
日
（
月
）

▼
観
覧
料

　
一
　
　
般
　
6
0
0
円
（
4
8
0
円
）

　
大
・
高
生
　
4
0
0
円
（
3
2
0
円
）

　
中
・
小
生
　
2
5
0
円
（
2
0
0
円
）

※
（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、

宿
泊
者
割
引
料
金
で
す
。
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
は

無
料
。
県
内
の
65
歳
以
上
の
方
、
障

害
者
及
び
介
護
者
は
無
料
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
文
学
館

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

　
℻
0
5
5
（
2
2
6
）
9
0
3
2

「　山節考」原稿


